
指定管理者評価シート（総括） 評価期間：令和4年4月～令和5年3月

　　　　　　　　　　　教育部　生涯学習推進課

令和５年４月１日　～　令和８年３月３１日

自己評価
（指定管理者）

最終評価
（委員会）

備考

1 1
利用者の平等な利
用の確保

1 施設運営のための運営方針は適切か 3 3

年齢や障がいの有無に関わらず、全ての市民を対象としたプログラムを提供しており、健康寿命延
伸を目的とした健康度測定会やフレイルチェック等を企画・実施しており、市民の健康づくりを念頭
に置いた取組ができている。

2 事業内容等に偏りがないか 3 3

初心者や高齢者向けレッスン、障がいのある方を通常教室で受け入れるなど、幅広くレッスンを充
実させており、また既存のレッスンも定期的に見直しを行い、利用者の声を踏まえた改善を行うな
ど、年齢や障がいの有無に関わらず事業を展開できている。

3
利用者の平等な利用が確保されてい
るか

3 3
利用者全体が公平に施設を利用できるよう対応しており、また、トラブルや迷惑行為への対応など、
利用しやすい施設となるような施設運営ができている。

4 利用促進への取組内容は適切か 3 3

ホームページやWeb広告配信、新聞折込チラシなど、様々な媒体を使った施設PRやキャンペーンを
行っている。また市主催の年２回の駅伝にも施設スタッフにて編成したチームで参加し、オリジナル
Ｔシャツの着用や会場でのぼり設置など、利用促進の取組は評価できる。また、３月には新たに体
育館の予約システムを導入しており、今後の利用促進につながることが期待できる。

2
利用者へのサービ
ス向上

1
サービス向上のための取組内容は適
切か

3 4

新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい収支状況の中、都度利用料金をワンコインで利用で
きるよう令和２年度から継続して取り組んできたことは、評価できる。また、老朽化した備品を、指定
管理者が管理する類似施設からの余裕備品に更新し、サービスの維持向上に努めた。その他、マ
イクロバスの増便の継続（週4回から週５回）、障がいのある児童のプール教室の受入れなど、サー
ビス向上につながる取組を行っていることを高く評価する。

2
利用者の意見の把握・反映の内容は
適切か

3 3
ご意見箱、定期的な聞き取りにより、利用者の意見を反映し、サービス向上に向けた取組を行って
いる。また、定例会においても情報共有がなされている。

3
利用者からのｸﾚｰﾑへの対応は適切
か

3 4

利用者からの施設や備品の整備に関するクレームについて、定例会で情報共有し、コストが削減で
きる方法を模索するなど、丁寧に対応し、解決に努めていることを高く評価する。また、第2駐車場に
無断駐車しているトラックのエンジン音に関する近隣住民からのクレームについては、市と綿密に協
議を行い、指定管理者で出来うる予防的な対応を行った。現地だけでの対応が困難なケースにつ
いては、統括管理者が対応するなど、クレームに対する体制が整っていることも評価できる。

4 施設の設備等の活用の内容は適切か 3 3

新型コロナウイルス感染症対策を実施しながら、利用者が安心して利用できる環境での施設運営
ができている。また、男子バレーボールＶリーグの公式試合を開催し、今後も同規模の大会に対応
できるよう、主催者や関係者へ要望等のリサーチを行っている。

5
地域との交流のための取組内容は適
切か

3 3

ウォーキングなどの市の行事をクロスパル利用者に案内し、市との連携を継続し実施している。リー
パスカレッジへの講師の派遣についても前向きに検討しており、事業計画の枠を超えた取組を行っ
ている。

評価項目

事業計画書の内容が、利用者
の平等な利用の確保及びサー
ビスの向上が図られるものであ
ること

(手続条例第4条第1項第1号)

施設概要

指定管理者 指定期間

多目的体育館、温水プール等を備え、子どもから高齢者、障がい者の健康づくり、生きがいづくりに資するための事業を実施する。

西部ガス都市開発グループ事業体

所在地

古賀市健康文化施設クロスパルこが

古賀市青柳町８３０番地１

市民の健康づくり、生涯スポーツ及び文化振興を図り、障がい者・高齢者と共に生きる健やかな地域社会実現に資するため。

施設名 施設所管課（部・課）

設置目的



自己評価
（指定管理者）

最終評価
（委員会）

備考評価項目

2 1
施設の維持管理の
内容及び手法

1
施設・設備の維持管理の取組内容は
適切か

3 3
日常点検、法定点検ともに適切に実施しており、施設の不具合は定例会にて報告を行い、運営に
支障を来すことなく取り組んだ。

2 安全管理・安全対策は適切か 3 3
安全管理マニュアルに沿った館内巡視や定期的な防災訓練等により、事故を未然に防ぐ取組を
行っており、安全管理・安全対策は適切であると言える。

2
施設の管理運営に
係る経費の内容

1 経費節減のための取組は適切か 3 3
光熱費の価格高騰が続く中、経費削減の努力を続け、利用者へのサービス低下を招くことなく、電
気、ガス共に一日当たりの使用量を前年度から削減していることは評価できる。

3
1
収支計画の内容及
びその実現性

1
収支計画と事業計画の整合は取れて
いるか

3 3

新型コロナウイルス感染症の影響があり、会員数は計画値の達成には至らず、燃料費の高騰によ
る不可抗力発生費用負担金の補填を含めても赤字決算であった。しかしながら、様々な会員獲得
に向けたキャンペーンや施設PRを実施しており、都度利用者数については計画値を達成できたこと
は評価できる。

2
安定した運営が可
能となる人的能力

1
職員の採用・確保・配置の方策は適切
か

3 3
職員配置は適切であり、地元雇用・女性雇用も令和３年度の実績を上回っており、事業計画どおり
に実施できている。

2 職員の研修体制等は十分か 3 3
各種研修は事業計画どおりに確実に実施されており、従業員の資質向上の体制は十分と言える。

4 1
安定した運営のため
の財政的基盤

1 団体の財務状況は健全か 3 3
代表企業である西部ガス都市開発株式会社の当期純利益は黒字であり、財務状況は健全であると
判断する。

2
個人情報の保護措
置・情報公開

1
個人情報の保護措置及び情報公開の
取組内容は適切か

3 3
個人情報の保護については、職員に対する研修も実施されており、事業計画どおりに実施されてい
ると言える。

3
類似施設の運営実
績

1
類似施設や類似業務を良好に運営し
た実績はあるか

3 3

類似施設での、新型コロナウイルス感染症の影響で減少した利用者の回復傾向を踏まえ、当施設
でもプール教室の充実を図った結果、利用者が令和３年度から７割増加している。利用者のニーズ
を把握し、他施設の取組を当施設でのプール教室に活かした結果と言える。

5 その他 1 その他の提案・企画 1 提案・企画の内容等は適切か 3 3

事業計画に記載されたサービス向上の取組の実施のみにとどまらず、歩いてん道を活用したウォー
キングイベントやインボディ測定会、季節に応じたイベントなど、市の事業推進や健康増進につなが
る企画をし、実施したことは評価できる。

指定管理者のコメント（自己評価・ＰＲ等）

所管課のコメント

評価委員会のコメント

公の施設として『市民の健康づくり・生涯スポーツ及び文化の振興を図り、障がい者・高齢者と共に生きる健やかな地域社会づくり』を念頭に置き、ヘルスアップぷらん、古賀市健康増進計画第2次の基本理念である『あ
なたが主役　みんなで広める健康づくり』を心掛け、多くの市民に活用して頂ける施設運営を行ってまいりました。しかしながら昨年に引き続き新型コロナウイル感染症の影響を受け厳しい施設運営となり、健全な財務状
況を維持するよう努力し会員数を年間で128名増加させましたが、収支均衡できませんでした。なお事業計画書に沿った事業の実施については、コロナ感染症への万全な対策のもと実施し多くの参加者に満足していた
だきました。利用者への公平・公正・平等の理念は昨年と同様に最重要事項とし、多くの方が参加できる内容のレッスンプログラムの見直しやハンディキャップを持つ方へのフォロー、見学者や初めての利用者へ親切丁
寧な案内や運動指導を行い多くの支持を頂けました。結果、年間利用者は計画17.8万人に対し実績18.3万人で目標をクリアしました。
来年度は指定管理2期目の初年度にもなりますので、より一層市民の皆様に愛される施設運営・施策実行し、収支均衡に努めて参ります。

・全体をとおして、事業計画に基づいた適切な管理運営が行われていると言える。
・新型コロナウイルス感染症の影響が残る運営の中、様々なキャンペーンを実施し利用促進に努めたことで、年間利用者数については計画値を達成した。特にプール利用者を大幅に増加させたことは
　評価できる。
・無断駐車しているトラックのエンジン音に関する近隣住民からのクレームについては、市と情報を共有し、関連機関とも協力しながら丁寧に対応し、解決に結びつけた。
・ウイズコロナ時代である令和５年度からの２期目の指定管理期間については、改めて施設の設置目的の達成と利用促進に向け、事業計画書に沿った運営が達成できるよう期待したい。

・全体を通して、計画に基づき適切に管理運営を行っていただいたと評価する。
・令和４年度も引き続き新型コロナウイルス感染症の影響がある中、感染予防対策など施設の安全管理に努めていただいた。
・都度利用の価格据置きやマイクロバスの運行日の増加の継続、障がいのある児童のプール教室の受入れなど、利用者へのサービス向上に努められていることを高く評価する。
・利用者からのクレーム対応はさることながら、施設周辺で発生したトラブルに対しても責任をもって対応されていることを評価する。
・次年度も会員数の確保に向けた取組を実施いただき、収支均衡に努めていただくことを期待する。

事業計画書の内容が、公の施
設の適切な維持及び管理並び
に管理に係る経費の縮減が図
られるものであること

(手続条例第4条第1項第2号)

前３号に掲げるもののほか、公
の施設の設置目的を達成する
ために十分な能力を有している
ものであること

(手続条例第4条第1項第4号)

事業計画書に沿った管理を安
定して行う能力を有しているも
のであること

(手続条例第4条第1項第3号)


